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元
川
房
三
先
生
が
と
在
職
三
十
年
余
の
本
学
を
退
職
さ
れ
て
二
ヶ
月
が
経
過
し
た
。

「
政
治
学
」
を
始
め
、
い
く
つ
か
の
講
義
担
当
を
お
願
い
し
て
い
る
の
で
、
と
退
職
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
は
余
り
な
い
が
、
法
学
部
教

4
b
っ
ル
」
止
u

、
本
年
度
も
非
常
勤
講
師
と
し
て
、

い
つ
も
私
の
座
席
の
隣
に
坐
っ
て
お
ら
れ
た
か
ら
、
そ
の
限
り
で
は
一
抹
の
淋
し
さ
を
隠
せ
な
い
。
法
学
部
教
員
と
し
て
、

本
学
で
最
も
長
く
お
つ
き
あ
い
を
戴
い
て
き
た
私
に
、
伺
か
二
一
口
と
い
う
「
南
山
法
学
」
編
集
者
の
と
依
頼
で
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
筆
を

授
会
で
は
、

と
る
こ
と
に
し
た
が
、
本
学
に
法
学
部
が
設
置
さ
れ
た
昭
和
五
十
二
年
度
ま
で
は
、
先
生
は
文
学
部
教
授
で
あ
っ
た
し
、
私
は
経
済
学
部

教
授
と
し
て
、
公
的
な
場
で
お
つ
き
あ
い
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
想
い
は
遥
か
以
前
に
さ
か
の

ぼ
る
乙
と
と
な
る
。

先
生
は
大
正
二
年
の
お
生
ま
れ
で
、
昭
和
十
二
年
三
月
、
立
命
館
大
学
法
経
学
部
法
律
学
科
を
と
卒
業
、
そ
の
後
同
大
学
法
経
学
部
助

手
、
講
師
、
助
教
授
と
し
て
、
政
治
学
、
特
に
国
際
政
治
学
分
野
の
研
究
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
戦
後
は
暫
ら
く
教
職
離

脱
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
大
岩
誠
先
生
(
南
山
大
学
教
授
、
昭
和
三
十
二
年
一
月
逝
去
)
の
知
遇
を
得
て
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
、
本
学
非

常
勤
講
師
、
同
年
九
月
、
社
会
科
学
部
助
教
授
と
し
て
と
着
任
。
以
後
、
本
学
で
の
研
究
・
教
育
に
携
わ
る
と
生
活
が
始
ま
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
私
は
昭
和
三
十
年
四
月
、
本
学
社
会
科
学
部
講
師
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
在
籍
し
て
い
た
大
阪
市
立
大
学
法
学
部
か
ら
移
籍
し
た
の

で
あ
る
が
、
南
山
大
学
へ
の
就
任
は
、
元
川
先
生
の
熱
心
な
お
勧
め
と
お
力
添
え
の
結
果
で
あ
っ
た
。
た
し
か
昭
和
二
十
九
年
秋
の
日
本

私
法
学
会
の
総
会
で
お
目
に
か
か
っ
た
の
が
最
初
だ
っ
た
と
思
う
が
、
態
々
学
会
に
お
見
え
に
な
り
、
南
山
の
社
会
科
学
部
設
置
の
意
義



と
将
来
へ
の
抱
負
を
熱
っ
ぽ
く
お
話
し
戴
い
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
記
憶
し
て
い
る
。

当
時
、
社
会
科
学
部
は
経
済
コ

l
ス
、
社
会
コ

1
ス
、
法
政
コ

l
ス
の
三
コ

l
ス
に
分
れ
て
お
り
、
先
生
は
大
岩
教
授
と
と
も
に
、
法

政
コ

l
ス
担
当
の
少
壮
助
教
授
と
し
て
学
部
の
基
礎
が
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
た
。
法
政
コ

l
ス
に
は
、
講
義
科
目
と
し
て
は
今
日
の
法

学
部
に
匹
敵
す
る
内
容
の
科
目
が
用
意
さ
れ
て
い
た
が
、
法
律
部
門
の
専
任
教
員
は
皆
無
で
、
商
法
は
京
都
大
学
の
大
隅
健
一
郎
先
生
が

非
常
勤
で
毎
週
京
都
か
ら
出
向
か
れ
る
と
い
っ
た
案
配
で
あ
っ
た
。
ま
た
憲
法
・
行
政
法
に
は
原
龍
之
助
先
生
、
行
政
学
に
は
吉
富
重
雄

先
生
、
更
に
法
思
想
史
で
阿
南
成
一
現
本
学
教
授
が
集
中
講
義
で
来
学
さ
れ
る
な
ど
、
大
阪
市
立
大
学
と
の
つ
な
が
り
の
深
か
っ
た
こ
と

が
、
元
川
先
生
と
私
と
を
つ
な
ぐ
上
で
大
き
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
に
な
る
。
南
山
大
学
と
私
と
の
今
日
の
か
か
わ
り
あ
い
は
、
元
川
先

生
ぬ
き
で
は
、
あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
私
の
恩
師
、
買
方
正
雄
先
生
(
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
、
元
小
樽
商
科
大
学
長
)
の
強
い
お
勧
め
も
あ
り
、
何
よ
り
も

私
自
身
の
積
極
的
な
意
欲
の
下
で
、
昭
和
三
十
年
四
月
か
ら
私
の
南
山
大
学
社
会
科
学
部
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
研
究
室

は
元
川
先
生
と
同
室
で
、
私
中
の
南
山
教
会
聖
堂
前
の
現
ラ
イ
ネ
ル
ス
館
(
当
時
の
大
学
学
舎
)
半
地
下
の
一
室
を
与
え
ら
れ
た
。
設
備

は
、
現
在
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
程
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
部
屋
そ
の
も
の
は
腰
板
も
優
雅
な
風
格
の
あ
る
も
の
で
、
落
着
い
た
雰

囲
気
が
満
ち
て
い
た
。
同
室
と
い
う
こ
と
で
読
書
の
合
聞
に
は
研
究
上
の
乙
と
、
教
育
上
の
こ
と
、
専
任
の
先
生
方
の
こ
と
、
家
庭
の
こ

と
、
色
々
と
話
し
合
っ
た
記
憶
は
あ
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。

社
会
科
学
部
法
政
コ

l
ス
は
、
学
部
学
生
実
員
一
学
年
百
三
十
名
中
十
数
名
、
九
十
名
近
く
が
経
済
コ

l
ス
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、

今
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
法
政
コ

l
ス
に
は
随
分
ぜ
い
た
く
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
た
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
法
学
部
な

み
の
講
義
科
目
を
十
数
名
で
聴
講
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
経
済
コ

l
ス
、
社
会
コ

l
ス
に
関
連
す
る
科
目
は
別
と
し
て
、
法
政
コ

l
ス
プ

ロ
パ

l
の
科
目
な
ど
、
現
在
の
大
学
院
講
義
と
同
様
の
実
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
元
川
先
生
と
私
と
の
お
つ
き
あ
い
が
続
け
ら

れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
元
川
先
生
は
当
時
か
ら
学
生
部
関
係
の
役
職
を
兼
ね
ら
れ
る
等
の
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
課
外
活
動
の
ク
ラ
ブ



で
も
、
部
長
と
し
て
学
生
と
の
接
触
が
多
か
っ
た
。
準
硬
式
野
球
部
、
山
岳
部
、
囲
碁
部
等
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
年
、
三
十
年
と
面
倒

を
み
て
こ
ら
れ
た
し
、
そ
の
こ
と
が
と
退
職
に
な
る
ま
で
、
体
育
会
顧
問
と
し
て
の
先
生
の
顔
を
作
り
あ
げ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

更
に
、
先
生
は
何
度
か
学
生
部
長
の
お
仕
事
を
引
受
け
ら
れ
た
が
、

こ
れ
ら
は
、
先
生
と
学
生
た
ち
と
の
緊
密
な
心
の
交
流
を
示
す
以
外

の
何
も
の
で
も
注
い
で
あ
ろ
う
。
社
会
科
学
部
構
想
が
、
な
お
わ
が
国
の
大
学
の
実
態
に
先
ん
じ
過
ぎ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
昭
和
三
十
六

以
後
法
学
部
設
置
ま
で
、

私
と
は
所
属
学
部
を
異
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
時
と
し
て
、
先
生
お
馴
染
み
の
桜
山
の
酒
房
で
談
論
風
発
の
時
聞
を
過
ご
し
た
こ
と

年
、
経
済
学
部
に
改
組
さ
れ
た
と
き
、

先
生
は
文
学
部
に
移
ら
れ
、

十
六
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、

先
生
と

も
あ
り
、
ま
た
、
先
生
の
と
専
円
で
あ
る
国
際
政
治
論
、
自
衛
戦
争
像
を
め
ぐ
る
と
高
説
を
拝
聴
、

ご
教
示
を
戴
い
た
こ
と
も
再
々
で
あ

っ
た
。ご

退
職
を
前
に
し
た
去
る
目
、
社
会
科
学
部
時
代
の
同
僚
で
あ
っ
た
伊
藤
孝
一
、
森
茂
也
、
杉
山
俊
治
、
末
重
正
行
各
経
済
学
部
教
授

等
と
と
も
に
、
お
わ
か
れ
の
会
を
企
画
し
た
が
、
二
次
会
に
は
矢
張
り
桜
山
の
酒
房
が
あ
て
ら
れ
た
。
何
十
年
か
の
時
間
間
隔
が
ふ
っ
と

消
え
て
、
往
時
の
雰
囲
気
に
浸
つ
て
の
楽
し
い
一
夜
で
あ
っ
た
。
元
川
先
生
と
私
と
の
つ
な
が
り
は
、

こ
れ
か
ら
も
南
山
大
学
に
お
け
る

研
究
・
教
育
を
通
じ
て
、
ま
だ
ま
だ
続
い
て
行
く
に
違
い
な
い
。
先
生
の
益
々
の
と
健
康
と
と
多
幸
を
祈
り
、
今
後
の
と
教
示
と
と
交
誼

を
お
願
い
し
て
、

こ
の
想
い
出
の
記
を
閉
ぢ
た
い
と
思
う
。

(
昭
和
五
十
八
年
五
月
三
十
日
記
)


